
安
全
な
道
路
の
確
保
に
向
け
て

魅
力
的
な
ま
ち
づ
く
り
の
人
材
確
保
の
た
め

只
見
線
を
生
か
し
た
地
域
振
興
を
考
え
る

進
路
を
考
え
る

令
和
４
年
度「
県
道
小
林
舘
の
川
線

改
良
促
進
期
成
同
盟
会
」総
会
開
催

「
オ
ン
ラ
イ
ン
町
村
役
場

�

見
学
ツ
ア
ー
」開
催

「
こ
れ
か
ら
の
只
見
線
と
観
光
振
興

を
考
え
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」開
催

「
只
見
高
校
体
験
入
学
」実
施

▲質疑応答なども行われ、活発な総会となりました

▲仕事のやりがいを伝えた町職員

▲第２部では只見高校野球部の長谷川清之監督が
　講演しました

▲体験授業「総合的な探究の時間」の様子

　
「
県
道
小
林
舘
の
川
線
改
良
促
進
期
成

同
盟
会
」の
総
会
が
８
月
２
日
に
行
わ
れ
、

南
会
津
建
設
事
務
所
長
や
会
員
な
ど
約
20

人
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

総
会
で
は
、
昨
年
度
事
業
報
告
の
後
、

関
係
機
関
へ
の
要
望
活
動
等
に
つ
い
て
協

議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
要
望
内
容
に
は
、

県
道
小
林
舘
の
川
線
の
未
改
良
区
間
の
改

良
工
事
の
促
進
や
雪
崩
発
生
箇
所
の
防
雪

対
策
工
事
に
関
す
る
こ
と
な
ど
が
含
ま
れ

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
南
会
津
建
設
事
務
所
か
ら
、
今

年
度
の
工
事
な
ど
に
関
す
る
事
業
計
画
説

明
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

公
務
員
に
関
心
の
あ
る
学
生
や
社
会
人

に
向
け
た
「
オ
ン
ラ
イ
ン
町
村
役
場
見
学

ツ
ア
ー
」
が
８
月
３
日
に
実
施
さ
れ
、
只

見
町
を
含
め
て
10
町
村
の
紹
介
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
は
、
福
島
県
が
町
村
職
員
の

採
用
活
動
を
支
援
す
る
も
の
で
、
各
町
村

の
Ｐ
Ｒ
や
職
員
の
仕
事
内
容
紹
介
を
行

い
、
将
来
的
な
職
員
確
保
を
目
的
と
し
て

い
ま
す
。

　

只
見
町
の
紹
介
で
は
若
手
職
員
が
、
自

身
の
仕
事
に
つ
い
て
の
紹
介
や
働
こ
う
と

思
っ
た
き
っ
か
け
な
ど
を
視
聴
者
に
向
け

て
伝
え
ま
し
た
。

　
「
こ
れ
か
ら
の
只
見
線
と
観
光
振
興
を

考
え
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
が
、
８
月
７
日

に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

第
１
部
で
は
季
の
郷
湯
ら
里
の
村
岡
輝

久
常
務
が
講
演
し
、「
訪
れ
た
人
に
感
動

と
満
足
を
与
え
、
ま
た
来
て
く
れ
る
地
域

応
援
団
を
つ
く
る
こ
と
が
大
事
」
と
話
し

ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
星
賢
孝
さ
ん
、
只
見
線
利
用

愛
好
者
の
大
越
智
貴
さ
ん
、「
只
見
線
な

ん
と
か
会
」
の
佐
藤
英
里
さ
ん
、
渡
部
只

見
町
長
、
会
津
広
域
観
光
推
進
議
員
連
盟

の
古
川
雄
一
会
長
に
よ
る
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
「
只
見
高
校
体
験
入
学
」
が
７
月
27
日

に
開
催
さ
れ
、
只
見
中
学
校
や
南
会
津
中

学
校
な
ど
の
生
徒
・
保
護
者
が
参
加
し
ま

し
た
。

　

全
体
会
で
は
、
生
徒
会
長
の
岩
佐
優
生

さ
ん（
山
村
教
育
留
学
生
）が
「
只
見
高
校

の
魅
力
は
大
自
然
に
囲
ま
れ
た
中
で
様
々

な
活
動
を
行
え
る
こ
と
で
す
。
今
日
は
、

只
見
高
校
で
の
生
活
を
楽
し
ん
で
く
だ
さ

い
」
と
あ
い
さ
つ
を
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、

参
加
者
は
パ
ソ
コ
ン
班
が
作
成
し
た
学
校

紹
介
動
画
を
視
聴
し
、
高
校
生
活
の
１
日

の
流
れ
な
ど
を
確
認
し
ま
し
た
。

　

ま
た
「
総
合
的
な
探
究
の
時
間
」
な
ど

の
体
験
授
業
に
参
加
し
た
り
、
寮
の
見
学

を
行
っ
た
り
、
只
見
高
校
で
の
生
活
の
イ

メ
ー
ジ
を
膨
ら
ま
せ
ま
し
た
。
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農
地
利
用
の
最
適
化
を
目
指
し
て

令
和
３
年
度
個
人
県
民
税
の
納
付

功
績
を
称
え
受
章
を
喜
び
祝
う

地
元
企
業
を
知
る

「
農
業
委
員
会
」の
選
任
と「
農
地

利
用
最
適
化
推
進
委
員
」の
委
嘱

只
見
町
に
県
知
事
か
ら
感
謝
状

「
目
黒
吉
久
氏
叙
勲
祝
賀
会
」開
催

「
只
見
高
校
企
業
説
明
会
」

▲感謝状を渡す深谷局長（右）と受け取る渡部町長（左）

▲現場で説明を聞くことで、より仕事内容を知ることができました

　

只
見
町
農
業
委
員
と
農
地
利
用
最
適
化

推
進
委
員
が
、
任
期
満
了
に
伴
い
改
選
さ

れ
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
委
員
は
次
の
と

お
り
で
す
。

　

個
人
県
民
税
の
納
付
に
つ
い
て
、
優
良

な
成
績
を
収
め
た
自
治
体
に
対
す
る
知
事

感
謝
状
贈
呈
式
が
８
月
24
日
に
役
場
で
行

わ
れ
、
深
谷
一
夫
南
会
津
振
興
局
長
か
ら

渡
部
町
長
に
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
表
彰
は
、
令
和
３
年
度
分
が
対

象
で
、納
付
率
は
99
・
８
％
で
し
た
。皆
様

の
ご
理
解
・
ご
協
力
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。

　

引
き
続
き
令
和
４
年
度
分
に
つ
き
ま
し

て
も
、
完
納
を
目
標
に
こ
れ
か
ら
も
計
画

的
な
納
付
へ
の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

　

只
見
高
校
生
を
対
象
と
し
た
企
業
説
明

会
が
８
月
22
日
に
行
わ
れ
、
只
見
高
校
２

年
生
12
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

企
業
説
明
会
は
、永
洸
建
設
株
式
会
社
、

こ
ぶ
し
苑
、
株
式
会
社
季
の
郷
湯
ら
里
、

株
式
会
社
会
津
工
場
、
只
見
町
役
場
の
５

者
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
仕
事
内
容
や
企
業
理

念
な
ど
の
説
明
・
紹
介
を
行
い
ま
し
た
。

　

高
校
生
は
、「
今
ま
で
興
味
を
持
っ
て

い
な
か
っ
た
仕
事
に
も
目
を
向
け
る
こ
と

が
で
き
た
。
進
路
を
考
え
る
参
考
に
し
た

い
」
と
話
し
ま
し
た
。

▲謝辞を述べる目黒吉久さん

目
黒
吉
久
さ
ん
：
平
成
８
年
か
ら
３
期
12
年

町
議
員
を
務
め
、
平
成
20
年
か
ら
２
期
８
年

只
見
町
長
を
務
め
る
。

　

春
の
勲
章
で
旭
日
双
光
章
を
受
章
さ
れ

た
元
只
見
町
長
の
目
黒
吉
久
さ
ん（
坂
田
）

の
叙
勲
を
祝
う
「
目
黒
吉
久
氏
叙
勲
祝
賀

会
」
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

発
起
人
を
代
表
し
、
渡
部
町
長
が
あ
い

さ
つ
し
、
大
塚
純
一
郎
町
議
会
議
長
ら
が

祝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　

目
黒
さ
ん
は
、
出
席
さ
れ
た
方
に
感
謝

を
伝
え
た
後
、「
只
見
町
が
、
次
世
代
に
と

っ
て
魅
力
と
可
能
性
の
あ
る
ふ
る
さ
と
に

し
て
い
き
た
い
」
と
謝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員

氏　名 住　所 担当区域

新國　和八 只　見 石伏・只見・舘ノ川・
黒沢・叶津・八木沢

矢沢　友一 塩　沢 蒲生・寄岩・塩沢・十島

堀金　太一 福　井 楢戸・小川・下福井・
上福井

本名　一貴 黒　谷 黒谷

大竹　　恒 熊　倉 長浜・荒島・熊倉・
亀岡・深沢

佐藤　孝輝 小　林 小林・大倉
鈴木　　豪 塩ノ岐 梁取・二軒在家・塩ノ岐
湯田　次雄 布　沢 坂田・布沢

農
業
委
員
会

氏　　　名
渡部周一郎（職務代理）
三瓶新一郎
目黒　美樹
佐藤　泉太
吉津　榮一
渡部　理一
齋藤　　聡
星　　和榮
山内　征久
小沼　一弘（職務代理）
飯塚　春夫（会長）
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